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プライム市場の上場維持基準への適合に向けた計画に基づく進捗状況 

及びスタンダード市場への選択申請および適合状況について 
 

 

当社は、2021年11月11日に「新市場区分の上場維持基準の適合に向けた計画書」及び2023年３月17日に「上

場維持基準の適合に向けた計画に基づく進捗状況について」を公表し、プライム市場の上場維持基準への適合

に向けた取り組みを進めてまいりました。 

今般、2023 年４月１日に施行された株式会社東京証券取引所（以下、「東証」といいます。）の規則改正

に伴い、スタンダード市場への上場の再選択の機会が得られたことから、社内で協議を重ねた結果、本日開催

の当社取締役会において、2023 年 10 月 20 日を移行日とした「スタンダード市場」への選択申請をするこ

とを決議し、東証へ申請いたしましたので、お知らせいたします。 

なお、スタンダード市場への選択理由及びスタンダード市場の上場維持基準への適合状況については下記の

とおりです。 

 

記 

 

１． プライム市場の上場維持基準の適合状況 

当社の2022年12月31日時点におけるプライム市場の上場維持基準への適合状況について、2023年３月17日に

「上場維持基準の適合に向けた計画に基づく進捗状況について」として開示しておりますが、その推移を含

め、下表（再掲）のとおりとなっております。 

当社のプライム市場の上場維持基準の適合状況につきましては、「流通株式時価総額」について未だ基準を

充たしていない状況です。 

 

 株主数 流通株式数 
流通株式 

時価総額 

流通株式 

比率 

1 日平均 

売買代金 

当社の 

適合状況 

及び 

その推移 

2021 年６月 30 日 

時点 ※１ 
2,433 人 38,351 36.3 億円 41.1％ 0.14 億円 

2022 年 12 月 31 日 

時点 ※２ 
5,853 人 46,973 32.0 憶円 50.4％ 0.23 億円 

プライム市場 上場維持基準 800 人 20,000 単位 100 億円 35％ 0.2 億円 

適合状況 〇 〇 × 〇 〇 

計画期間 － － 2025 年 12 月期 － － 

※１ 東証が 2021 年 6 月 30 日時点で把握している当社の株券等の分布状況をもとに算出を行ったものです。 

※２ 東証が 2022 年 12 月末時点で把握している当社の株券等の分布状況をもとに算出を行ったものです。 

 

  



２． プライム市場の上場維持基準への適合に向けた取り組みの実施状況及び評価 

当社は2023年3月17日に公表しました「上場維持基準の適合に向けた計画書に基づく進捗状況について 」に

記載のとおり、2021年2月12日に公表しました中期経営計画（2021-2025）（以下「新中期経営計画」）」を推

進することによる業績向上を目指すとともに、併せて、コーポレートガバナンスを充実させるための様々な取

り組みや流動性向上を目的とした資本政策、投資家の皆様に向けたIRの充実を図ってまいりました。 

これらの取組みを実施したことで、当初基準不適合であった「１日平均売買代金」については基準を充たし

ましたが、「流通株式時価総額」については未だ基準を充たしておりません。 

 

３． スタンダード市場選択の理由 

当初、当社は、上場維持基準の適合計画期間（2025年12月期）までに、中期経営計画を推進して事業成長を

示す中で、上場維持基準を充足する計画としておりました。 

しかし、今般の東京証券取引所の規則改正で上場維持基準に抵触した後の経過措置の取り扱いが明確化され

たことによって、今後も継続してプライム市場の上場を維持した場合に上場廃止となるリスクが懸念されるこ

とから、株主の皆様が継続して当社株式を保有・売買できる環境を確保することが重要であると判断し、スタ

ンダード市場の選択申請を行うこととしました。 

 

なお、現在、当社グループは、持続的な成長を目的とした事業ポートフォリオの構造改革を遂行しており、

成長事業として位置付けている再エネサービス（※）は、日本及び海外市場において着実に業績を伸ばしつつ

あります。 

（※）太陽光発電・蓄電池・EV充電等の再エネ設備分野において、設計・メンテナンス・施工等のサービス

を一気通貫で提供するものです。 

このたび、当社はスタンダード市場を選択いたしますが、当社として取り組むべきことは従前と変わらない

と考えております。当初計画どおり中期経営計画を推進した結果として、将来的にはプライム市場の新規上場

基準を充足できるように、持続的な成長と企業価値の向上に努めてまいります。また、株主・投資家の皆様と

の積極的な対話やIR活動を継続して行い、株主還元施策にも積極に取り組んでまいります。  

具体的な取り組みについては、同日付発表の「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応に関す

るお知らせ」をご参照下さい。 

 

４． スタンダード市場の上場維持基準の適合状況 

当社は、スタンダード市場の上場維持基準の適合基準につきましては下表のとおり、そのすべてを充足して

おります。 

今後、上場維持基準の各項目の判定基準日時点において、同市場の上場基準の全てに適合している場合には

「（スタンダード市場の）上場維持基準の適合に向けた計画書」の開示の必要はなくなりますので、適合計画

書の進捗状況は開示いたしません。 

 

 株主数 流通株式数 
流通株式 

時価総額 

流通株式 

比率 

月平均 

売買高 
純資産の額 

当社の適合状況 

2022 年 12 月 31 日時点 

※１ 

5,853 人 

 

46,973 単位 

 

32.0 憶円 

 

50.4％ 

 

5,241 単位 

※２ 

43.9 億円 

 

スタンダード市場 

上場維持基準 
400 人 2,000 単位 10 億円 25｡0％ 10 単位 正 

上記の適合状況 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

※１ 東証が2022年12月末時点で把握している当社の株券等の分布状況をもとに算出を行ったものです。 

※２  月平均売買高は2023年１月から2023年６月までの６ヶ月間の平均で、当社で試算し算出しております。 

 

以上 


